
連
載
エ
ッ
セ
イ

私
は
ふ
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ゥ
イ
ン
ス
ト
ン
の
ア
ル
バ
ム
「
オ
ー

タ
ム
」
の
、
透
明
感
の
あ
る
音
色
を
心
の
な
か
で
聞
い
て
い
た
。

け
っ
し
て
奇
を
て
ら
っ
た
騒
々
し
さ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
つ
つ
ま

し
や
か
に
、
自
然
の
風
色
に
と
け
あ
い
な
が
ら
、
た
お
や
か
で
優

し
い
音
楽
性
が
あ
る
。
繊
細
で
あ
り
、
し
か
も
厳
密
な
表
現
で
、

風
と
光
り
に
映
し
だ
さ
れ
る
樹
の
葉
を
、
森
を
、
そ
し
て
月
光
や

海
を
、
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
ピ
ア
ノ
・
ソ
ロ
が
奏
で
る
。

作
曲
者
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
の
鋭
敏
な
感
性
が
、
四
季

「
ク
レ
ー
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
ミ
ロ
展
」
が
兵
庫
県
立
近
代

美
術
館
で
、
九
月
三
十
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た
。

近
代
美
術
館
の
あ
た
り
は
、
神
戸
と
い
う
街
に
お
け
る
、
私
の

好
き
な
場
所
の
一
つ
と
も
い
え
る
。
直
線
を
い
か
し
た
白
い
建
物
、

そ
の
周
囲
に
植
え
ら
れ
た
樹
々
。
白
と
グ
リ
ン
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
、
鮮
明
な
印
象
を
あ
た
え
て
い
る
。

美
術
館
の
、
す
こ
し
陰
り
の
あ
る
回
廊
に
お
か
れ
た
、
白
い
椅

子
。
私
は
一
人
そ
こ
に
座
っ
て
、
か
す
か
な
風
に
ゆ
れ
る
光
り
と
、

鮮
烈
な
グ
リ
ン
の
樹
々
の
葉
を
み
て
い
た
。

山
の
稜
線
の
う
え
に
ひ
ろ
が
る
空
は
、
高
く
青
い
。
白
い
雲
の

ま
っ
た
く
な
い
、
透
明
な
、
破
璃
色
の
青
空
。
そ
し
て
風
に
ゆ
れ

る
樹
々
の
葉
。
ま
だ
紅
葉
に
は
早
い
、
秋
の
青
色
に
彩
ら
れ
た
、

か
そ
け
さ
で
あ
る
。

た
だ
照
り
つ
け
る
太
陽
の
、
照
射
で
は
な
く
、
し
げ
る
葉
の
陰

り
に
、
か
す
か
に
ゆ
れ
る
風
の
光
り
。
グ
レ
イ
が
か
っ
て
白
い
回

廊
に
は
、
た
だ
静
寂
だ
け
が
あ
る
。
私
の
想
い
の
な
か
を
吹
き
す

ぎ
る
秋
風
、
そ
れ
は
灰
色
に
閉
さ
れ
る
冬
の
季
節
と
、
そ
し
て
さ

ら
に
永
遠
の
闇
に
む
か
う
直
前
の
、
人
生
と
い
う
ひ
と
時
の
、
さ

ざ
め
く
輝
き
と
陰
り
を
告
げ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

風
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

十
二
の
作
品
に
よ
せ
る
十
二
の
風
景
〈
そ
の
十
一
〉

秋
の
さ
や
け
さ
，
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
，

吉
村
由
美
〈
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
〉
絵
／
南
和
好

H

そ
れ
ぞ
れ
の
風
景
に
触
発
さ
れ
て
、
あ
く
ま
で
も
情
烈
に
、
そ
し

て
映
像
的
な
形
象
化
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
オ
ー
タ
ム
」
の

な
か
で
は
と
く
に
〃
カ
ラ
ー
ズ
・
ダ
ン
ス
〃
と
〃
森
″
の
旋
律
が

美
し
い
。

美
術
館
の
回
廊
を
、
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
、
あ
の
深
い
青
色

の
空
を
私
は
み
つ
め
る
。
そ
し
て
樹
々
の
あ
い
だ
を
す
ぎ
て
ゆ
く

風
を
感
じ
、
心
に
想
う
秋
の
さ
や
け
さ
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
ゥ
イ
ン
ス

ト
ン
の
ピ
ア
ノ
は
、
こ
ん
な
ひ
と
と
き
に
ふ
さ
わ
し
い
清
ら
か
な

慰
め
で
は
な
い
か
と
、
思
っ
て
み
た
り
す
る
。

も
の
書
き
と
し
て
の
私
の
仕
事
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
連
載
が
三

本
。
そ
の
な
か
の
〒
本
は
週
刊
誌
の
連
載
エ
ッ
セ
イ
で
あ
り
、
一

回
分
を
書
き
あ
げ
て
東
京
へ
発
送
し
た
あ
と
、
た
だ
ち
に
次
の
原

稿
書
き
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
る
。
さ
ら
に
別
な
原
稿
依
頼

が
、
そ
の
間
に
入
っ
て
く
る
。
〆
切
り
に
合
せ
て
、
連
日
机
に
む

か
っ
て
い
る
生
活
が
多
く
な
っ
た
。

取
材
い
が
い
外
出
す
る
時
間
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
も

い
い
。
そ
う
し
た
仕
事
の
間
に
も
、
美
術
館
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、

取
材
を
か
ね
て
出
か
け
て
ゆ
く
。
美
術
館
の
帰
り
道
、
夕
暮
れ
が

近
づ
く
、
坂
道
の
あ
る
風
景
の
な
か
を
、
歩
く
ひ
と
時
の
慰
め
。

春
の
夕
馨
れ
は
、
山
滋
の
街
を
バ
ラ
色
に
染
め
て
暮
れ
て
ゆ
く

の
だ
が
、
秋
は
、
ピ
ン
ク
が
か
っ
た
オ
レ
ン
ジ
色
の
残
照
が
空
を

染
め
、
や
が
て
ブ
ル
ー
の
空
の
部
分
も
、
海
か
ら
、
た
そ
が
れ
の

色
が
お
お
い
は
じ
め
る
。
き
ら
め
き
は
じ
め
る
宵
の
明
星
、
そ
れ

と
同
時
に
、
街
の
灯
が
ち
い
さ
な
星
ぐ
ず
の
よ
う
に
み
え
る
。

神
戸
に
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
、
風
景
の
色
が
あ
り
、
風
の
流
れ

る
街
路
に
詩
情
と
、
音
楽
的
な
旋
律
を
感
じ
さ
せ
る
街
だ
と
私
は

田
営
フ
０
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兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
で
の
、
「
ク
レ
ー
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ

ー
、
ミ
ロ
展
」
は
、
私
に
あ
ら
た
め
て
こ
の
三
人
の
画
家
の
個
有
な

資
質
を
感
じ
さ
せ
た
。
ク
レ
ー
は
空
想
の
画
家
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス

キ
ー
は
抽
象
主
義
、
ミ
ロ
は
シ
ュ
ル
レ
ァ
リ
ズ
ム
の
画
家
と
呼
ば

れ
て
き
た
。

ク
レ
ー
の
絵
に
し
ば
し
ば
表
れ
る
色
彩
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
。

た
ん
に
フ
ォ
ル
ム
だ
け
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、
画
家
の
内
面

的
な
世
界
を
表
明
す
る
も
の
と
し
て
、
意
図
さ
れ
た
色
調
の
的
確

な
あ
た
た
か
さ
が
あ
る
。
一
個
の
人
間
的
な
魂
の
成
長
と
、
画
家

と
し
て
の
熟
達
と
が
一
つ
に
と
け
あ
っ
て
、
そ
の
精
神
の
全
容
と
、

思
想
と
、
感
性
を
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
創
化
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る

』
７
。カ

ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
、
ク
レ
ー
と
と
も
に
、
ワ
イ
マ
ー
ル
で

設
立
さ
れ
た
綜
合
的
な
美
術
学
校
、
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
」
の
教
授
で
あ

っ
た
。
同
時
に
、
こ
の
二
人
は
お
互
い
に
最
良
の
友
人
で
あ
り
、

E ラーョ

Ｉ

▲

１

『
１
Ｊ
。認

；

P

ｎｆ, J ミムー彦母 . 一睡４

ジ
ョ
ァ
ン
・
ミ
ロ
の
絵
に
み
え
る
女
と
烏
。
女
は
生
の
象
徴
で

あ
り
、
烏
は
飛
湖
の
象
徴
で
あ
る
ら
し
い
。
太
陽
と
月
と
星
は
、

は
る
か
な
憧
慢
へ
の
天
空
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

や

一
一
一
人
の
画
家
の
強
烈
な
個
性
、
そ
の
な
か
に
立
ち
、
私
の
心
は

ク
レ
ー
の
夢
と
思
惟
の
世
界
に
、
ふ
た
た
び
返
っ
て
ゆ
く
の
で
あ

る
。 理

解
者
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
絵
は
、
ク
レ
ー
よ
り
、
は
る
か
に
複
雑

な
線
や
、
形
や
色
彩
の
組
み
合
せ
が
み
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
が

み
ご
と
な
バ
ラ
ン
ス
と
正
碓
さ
に
よ
っ
て
、
創
り
出
さ
れ
て
い
る
。

精
神
の
内
奥
に
あ
る
複
雑
な
心
理
を
、
可
視
的
に
表
象
す
る
絵
画

的
世
界
な
の
だ
。

青
年
の
こ
ろ
か
ら
秀
才
で
あ
り
、
経
済
学
と
法
学
を
ま
な
び
、

知
的
で
あ
っ
た
一
人
の
画
家
の
、
い
か
に
も
そ
の
人
ら
し
い
内
面

の
表
象
が
感
じ
ら
れ
る
。

ⅢＭｌ
Ｌ
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神戸新交通株式会社

ポートライナー時刻表

始発
最終
料金

６：0５

２３:４４

大人 1 9 0 円
小児 1 0 0 円

ポートアイランド情報

1 １月ＮＯＶＥＭＢＥＲ

■京阪神ファッションマンス
〈トリフイー' 8 4〉

●８日附、９日閏神戸国際展示場
〈' 8 5 春のケミカルシューズ見本市〉
ファッションシューズコンテ
スト表彰式、入賞作品の展示

垂6 4 1 - 2 5 2 5
●21日㈱～25日（日）
■《神戸トータルファッションフェア〉
衣･ 食･ 住など人間の生活文化に
関わる神戸のファッション産業
を一堂に桑め、トータルファッ
ション展や楽しいバザールなど
の多彩なイベントがくり広げら
れます。念2 5 1 = 1 0 0 1
２１日㈱< シンポジウム〉

１３:30～１７:００
田崎ホール聴認料￥1 , 0 0 0

〈オープニングパーティ〉
１７: 3 0～参加費￥1 2 , 0 0Ｏ
神戸ポートピアホテル

２２日㈲< ﾄ ｰ ﾀ ﾙ ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ 展〉
１０: 0 0～1 8 9 0 0無料
神戸国際展示場
〈バザール〉

２５日(日)10:00～18:００
市民広喝無料

■第１２回コウベファッションショー
２２日(村①12:00②15:00③18:ＯＯ
神戸国際展示場特設ステージ
入場料￥2 , 5 0 0

■第2 6 回クリスマス観菜会コンテスト
市民広塙、画廊ポルティコ
２２日嗣、２３日間無料

■アシックスファミリージョギング
フェア
２３日陰池１０: 0 0 スタート
神戸ポートアイランド特設コース
参加賀①ロードレース￥1 , 0 0 0

②ファミリー￥1 , 5 0 0
③ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ駅伝¥5,000

圃固際サンバフェスティバル
ワールド記念ホール
13300～１６:３０

サンバコンテストとプロのサンバ
チームを招待してのアトラクション

念36 1 - 8 8 7 1

回田崎ホール
７日( 日) 癖殿堂落成1 周年記念ﾌ ｪ ｱ

（10日まで）
１１日嗣カンタービレピアノ発表会

竃07 9 7 - 2 2 - 8 5 1 7
２３日脚映画" セピアタウン" 上映会
１ＫＯＢＥ映画フェスティバル

２８日( 日) 実行委員会念3 3 1 - 4 0 9 0

ポートアイランドへの
快適なご案内役

ポートライナー
神戸新交通株式会社

公(302)2500

ポートアイランドへの
快適なご案内役

ポートライナー
神戸新交通株式会社

公(302)2500
神戸国際会議場
神戸国際展示場
ワールド記念ホール
お申し込み、お問い合せ
（財) 神戸国際交流協会

念(302)5200

人間を通して理解する科学技術
神戸市立青少年科学館
ポートライナーr 南公園｣ 下車
水曜､第４木曜定休伝( 3 0 2 ) 5 1 7 7

ＡＭ９：３０～ＰＭ４：３０

多目的スポーツ施設
神戸市立
ポー ﾄ ｱ ｲ ﾗ ﾝ ドｽ ポー ﾂ ｾ ﾝ ﾀ ｰ

市民広場訳下車
念(302)1０３１

ファッショナブル･ パーク
ＫＯＢＥ
ポートピアランド

ポートライナー｢ 南公園｣ 下車すぐ
念(302)2820

田崎ホール( エスパス･ メディア）
田j 時真珠
ファッションタウン

中央区港島中町６－３－２
盃(302)3321

ファンデーション＆ランジェリー
株式会社シャルレ
ファッションタウン

中央区港島中町７－７－１念( 3 0 2 ) 7 1 7 1
お客様相談室詮( 3 0 2 ) 7 1 8 1

神戸市ポートアイランド
総合住宅展示場
市民広場駅下車西側

１０:00～６:００壷(302)6592
専用大駐車増完備

ふれあいのチヤンネル
サンテレビジョン
中央区港島中町６－９－１
神戸国際交流会館1 0 Ｆ

金(302)3333
ポートアイランドの観光に
ついてのお問い合せは

( 社) 神戸国際観光協会
中央区港島中町６－９－１
神戸国際交流会館５Ｆ

盆(303)1010

すばらしい眺めとくつろぎを、
お約束いたします

神戸ポートピアホテル
市民広堀駅下車念( 3 0 2 ) 1 1 1 1
〈5 0 0 台収容駐車増完備〉

すばらしい眺めとくつろぎを、
お約束いたします

神戸ポートピアホテル
市民広堀駅下車念( 3 0 2 ) 1 1 1 1
〈5 0 0 台収容駐車増完備〉

コスモポリタン製菓
ファッションタウン

中央区港島中町フー７－３
盆(302)8000

和洋造園・各種園芸・貸鉢

神戸ポートグリーンセンター
東急ポートアベニュー・市民病院前下車
神戸市中央区港島中町３丁目１番２号

含(302)5755
カフェテラス
カフェ・ドウ．､ ドービル
８：３０～２２：００壷( 3 0 2 ) 5 8 3 6
フランス料理
ブラスリー・ベルナール

Ｔ１ｇ３０～１４：３０１８：００～鱒：３０ｓ( 3 0 2 ) 5 8 2 1
市民広埋駅下車神戸ポートピアホテル北側

ショッピングセンター
ダィェー
ポートアイランド店

市民病院前下車念( 3 0 2 ) 5 7 2 1
１０: 0 0 ～１９: ００駐車堀有
インドレストラン

ゲイロード
ポートアイランド店

市民病院前駅ダイエービル１Ｆ
１１HOO～10:００念(302)5728.5729
ダイェ－の駐車場をご利用下さい、

瀬戸料理と寿司
あじさい

市民病院前駅下車ダイエー南側
国際会議場北へ1 0 0 ｍ

１１:30～21:３０念(302)1500
レストラン

欧風特選小皿料理2 0 種
神戸精養ﾘ 牙
ポートアイランド支店

中央区港島３－８－１
金( 3 0 2 ) 3 8 1 8 （中公園より北1 0 0 ｍ）

喫茶・レストラン
バ－グ

神戸商工貿易センタービル2 4 Ｆ含〈2 5 1 ) 1 9 6 1
みなと異人館盃 ( 3 0 2 ) 0 9 7 6
ブーン( 神戸国際展示場内）念( 3 0 2 ) 5 3 1 0
ロマンチックな港のレストラン

フィッシャマンズポート

礁総言i 棚; 禍ノ
★ボートアイランドに閲する慌報を典めております。ご連絡は神戸っ子Ｐ. ’係まで
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▲消防艇に出迎えられ、華麗な雄姿を神戸港に見せる▼＆
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▼白い船体にマリンブルーのラインが ▽" 藍青" の船首侭
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☆
処
女
航
海
の
〃
新
日
本
丸
“
母
な
る
神
戸
港
へ

九
月
二
十
八
日
朝
。
処
女
航
海
の
〃
新
日
本
丸
の
出
迎
え
に
〃
大
輪

田
″
号
へ
乗
船
し
て
八
時
ス
タ
ー
ト
。
や
や
曇
り
気
味
の
空
に
、
白
い

波
頭
が
立
つ
神
戸
港
を
、
汐
風
を
受
け
て
進
む
。
沖
合
で
待
つ
う
ち
に

「
あ
っ
見
え
た
／
，
」
。
水
平
線
に
小
さ
く
マ
ス
ト
の
姿
が
現
わ
れ
る
。

ゆ
っ
く
り
と
船
姿
が
近
づ
き
、
そ
の
美
し
い
デ
ィ
テ
ー
ル
の
雄
姿
が

眼
前
に
せ
ま
る
と
圧
倒
的
な
清
々
し
さ
だ
。
自
然
に
手
を
振
っ
て
し
ま

う
〃
よ
う
こ
そ
ノ
．
〃
と
。
答
え
る
か
の
よ
う
に
汽
笛
の
返
礼
と
帆
船
か

ら
も
白
い
作
業
衣
の
訓
練
生
が
手
を
振
る
。
赤
い
消
防
艇
の
は
な
や
か

な
歓
迎
の
放
水
。
ボ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
と
波
を
切
る
〃
新
日
本
丸
″

は
堂
々
と
、
金
色
の
船
首
像
を
き
ら
め
か
せ
て
、
海
の
ロ
マ
ン
を
の
せ

て
入
港
し
た
。

神
戸
学
院
大
学
の
吹
奏
楽
の
響
き
と
、
ク
イ
ー
ン
神
戸
の
振
袖
姿
が

待
ち
受
け
て
い
る
岸
壁
に
着
岸
す
る
と
、
さ
っ
そ
く
タ
ラ
ッ
プ
を
降
す

作
業
に
と
り
か
か
る
訓
練
生
た
ち
も
緊
張
気
味
だ
。

「
処
女
航
海
の
寄
港
地
を
真
先
に
、
神
戸
へ
入
港
さ
れ
た
真
情
と
配
慮

に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
」
と
神
戸
市
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
こ
た
え
て

田
辺
稜
船
長
は
「
初
代
新
日
本
丸
や
海
王
丸
の
生
ま
れ
た
神
戸
港
は
、

母
な
る
港
で
す
。
新
日
本
丸
の
栄
光
や
伝
統
が
今
も
支
持
さ
れ
る
の
は
、

〃
日
本
丸
〃
、
〃
海
王
丸
″
の
海
の
男
た
ち
を
育
て
た
伝
統
の
お
か
げ
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
新
し
い
伝
統
を
創
り
あ
げ
て
い
き
た
い
の
で
可
愛
い

い
妹
を
よ
ろ
し
く
」
と
シ
ー
マ
ン
ら
し
く
結
ん
だ
。

▲厩辺榎船
▼海の男、

長に盾が贈られ
田辺秘船長

■

☆
世
界
に
誇
る
新
日
本
丸
の
一
味
違
う
そ
の
蓋
は
ど
こ
に
Ｉ

戸

運
輸
省
航
海
訓
練
所
が
本
年
九
月
に
引
退
し
た
「
日
本
丸
」
の
代
替

船
と
し
て
、
住
友
重
機
械
工
業
追
浜
造
船
所
で
建
造
し
た
の
だ
。
昭
和

五
十
八
年
四
月
起
工
、
同
五
十
九
年
二
月
進
水
、
同
九
月
引
き
渡
し
、

同
月
二
十
二
日
東
京
か
ら
処
女
航
海
の
旅
立
ち
と
な
っ
た
。
建
造
没
約

六
十
八
億
円
を
か
け
た
同
船
で
あ
る
。

さ
て
新
日
本
丸
と
旧
日
本
丸
の
違
い
を
以
下
に
列
記
し
て
み
よ
う
。

総
ト
ン
数
は
二
五
七
○
少
（
旧
二
二
八
○
メ
）
と
ひ
と
ま
わ
り
大
き

い
。
全
長
一
一
○
・
一
（
九
七
）
肘
、
型
幅
一
三
・
八
（
一
二
・
九
五
）

肘
、
マ
ス
ト
の
高
さ
四
四
・
四
（
三
九
・
三
）
財
と
外
形
す
べ
て
が
旧

船
を
凌
ぐ
。
世
界
の
帆
船
に
ま
た
一
歩
近
づ
い
た
の
だ
。

ま
た
機
能
も
デ
ィ
ー
ゼ
ル
一
五
○
○
馬
力
二
基
（
六
○
○
馬
力
二
基
）
、

速
力
一
二
彫
（
八
Ｍ
）
と
力
強
い
。
ま
た
帆
走
機
能
面
で
も
創
意
工
夫

の
跡
が
見
ら
れ
る
。
旧
船
の
と
も
（
後
部
）
の
ス
パ
ン
カ
ー
（
帆
）
が

一
枚
に
対
し
、
ダ
ブ
ル
パ
ン
カ
Ｉ
と
な
っ
た
た
め
、
荒
天
時
の
作
業
が

一
層
ス
ム
ー
ス
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
甲
板
上
の
作
業
の
安
全
性
を
考
え
、

甲
板
デ
ッ
キ
が
ウ
ェ
ル
デ
ッ
カ
ー
タ
イ
プ
（
断
続
型
）
か
ら
フ
ラ
ッ
シ

ュ
デ
ッ
カ
ー
タ
イ
プ
（
全
通
）
へ
と
チ
エ
ン
ジ
し
た
。
ま
た
煙
突
を
低

く
押
さ
え
、
亜
硫
酸
ガ
ス
が
マ
ス
ト
を
痛
め
ぬ
よ
う
考
慮
さ
れ
た
。
機

関
制
御
室
も
近
代
化
さ
れ
、
Ｎ
Ｋ
１
Ｍ
Ｏ
級
（
無
人
化
）
の
自
動
化
設

備
で
あ
る
。
以
上
の
他
に
も
ハ
ー
ド
面
の
充
実
は
素
晴
し
い
。

加
え
て
ソ
フ
ト
面
１
．
女
子
学
生
の
乗
船
を
考
慮
し
た
居
住
設
備

▼航海訓練生も歓迎され
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が
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
オ
モ
テ
（
前
部
）
の
船
首
像
（
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ヘ
ッ
ド
）
で
あ
る
。

過
去
の
「
日
本
丸
」
「
海
王
丸
」
と
も
船
首
像
は
な
い
。
そ
れ
は
日
本

の
帆
船
の
歴
史
の
浅
さ
と
も
一
脈
つ
な
が
る
。
古
来
海
の
男
た
ち
は
神

や
勇
気
の
象
徴
と
し
て
船
首
像
を
愛
し
て
き
た
。
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド

は
英
語
で
「
す
ば
ら
し
い
男
前
」
の
意
が
あ
る
。
そ
こ
で
海
事
関
係
者

や
フ
ァ
ン
が
寄
付
や
募
金
に
奔
走
し
制
作
費
を
集
め
た
の
だ
。

創
作
に
あ
た
っ
た
の
は
東
京
芸
術
大
学
の
西
大
由
教
授
と
中
堅
気
鋭

の
チ
ー
ム
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
祈
り
の
像
〃
藍
青
〃
が
完
成
。
全
長

約
二
肘
、
樹
齢
三
○
○
年
の
け
や
き
材
が
使
わ
れ
、
漆
下
地
の
金
箔
張

り
で
あ
る
。
こ
こ
に
市
民
の
手
に
よ
る
日
本
丸
の
〃
顔
〃
が
お
目
見
得

し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

☆
教
師
で
あ
り
、
親
で
あ
る
田
辺
穣
船
長
に
話
を
聞
い
て
み
る
。

新
日
本
丸
の
田
辺
穣
船
長
は
五
十
一
歳
、
日
焼
け
し
た
顔
は
精
惇
さ

に
溢
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
に
東
京
商
船
大
学
を
卒
業
、
航
海
訓
練

所
を
経
て
、
海
上
実
歴
は
十
八
年
近
い
と
の

こ
と
。
本
船
の
建
造
に
は
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ

ー
ム
の
一
員
と
し
て
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て

き
た
の
で
内
実
に
詳
し
い
。

「
出
来
上
が
り
は
予
測
し
て
い
た
以
上
の
も

の
で
す
」
と
満
足
気
。
「
五
百
例
の
統
計
を
処

『

』
》

頚
整

嘩
、
塾

B

▲コンピューターが完全管理▲授業中にハイポーズ

△船員室にてリラックス ▲食事風景、食欲旺盛です ▲操舵室にて

▲一点鏑が》牙える ▲マストを仰角に見ると

理
し
、
重
ね
た
実
験
の
ベ
ス
ト
で
こ
の
船
を
つ
く
っ
た
」
そ
う
だ
。
恐

ら
く
世
界
で
唯
一
の
デ
ー
タ
で
し
ょ
う
ね
、
と
自
身
の
ほ
ど
を
示
す
。

「
風
向
き
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
（
船
を
）
切
り
上
げ
ら
れ
る
か
。
航
海

練
習
船
で
す
か
ら
、
あ
く
ま
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
操
作
を
想
定
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
」
。
商
業
船
や
観
光
船
で
な
い
独
自
の
世
界
が
こ
こ
に
あ
る
。

「
学
生
と
本
船
で
ダ
ッ
キ
ン
グ
（
風
上
の
方
向
に
進
路
を
変
え
る
こ
と
。

上
手
ま
わ
し
と
も
言
う
）
を
や
っ
た
ん
で
す
ね
。
私
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ

う
に
号
令
し
た
。
学
生
た
ち
の
必
死
の
努
力
が
続
い
た
あ
と
》
卯
度
東

向
き
に
切
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
四
本
の
マ
ス
ト
に
登
っ
て
い
る

学
生
た
ち
が
万
歳
万
歳
と
声
を
張
り
あ
げ
た
ん
で
す
」
。
私
は
只
の
ロ
ボ

ッ
ト
、
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
万
感
の
思
い
が
胸
に
迫
っ
た
で
あ
ろ
う
船

長
が
目
に
浮
か
ぶ
。
船
長
は
先
生
で
も
あ
る
の
だ
。

「
本
船
の
耐
用
年
数
は
五
十
年
と
想
定
し
て
い
ま
す
」
。
五
十
年
後
と
い

え
ば
田
辺
船
長
は
百
歳
を
超
え
る
。
産
声
を
あ
げ
た
ば
か
り
の
新
日
本

丸
へ
の
愛
お
し
さ
は
我
が
子
の
誕
生
に
等
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

鴬
一戸
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鍋物のシーズン到来花銀の別館へミネラルウォーターが活躍します
「花銀」では全ての料理に自社でとれる六甲山のミネラルウォーター
を使用いたしております。この水は布引の水として、古くから有名な
神戸．六甲山系の深層地下水です。健康と活力と美容の源であるミネ
ラルを豊富に含んでいます。１２中のミネラル総硬度は1 0 0 , 9 以上､ イオ
ン総量は4 0 , 9 を超える高品質のミネラル水でおいしさも格別です。

贈鍋花銀
製造･ 発売元・お問合せＨ・Ｋ､ 大西産業株式会社

神戸市中央区二宮町３丁目1 0 - 1 6 ( 加納町３丁目交差点東) 壷0 7 8 ( 2 2 2 ) 2 3 2 3

ﾈ ﾗ ﾙ ｳ ｫ ｰ ﾀ ｰ’'六甲山のミ
■

－－
一三一 ~一三一 ~

一
・
二一

一一 、ﾐー

三一豆

ノ

花

｣」一
》
’
一
一一

帝
測

型
塞

叩も■

鋤§：

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



／

良

、

＝可

おちついた雰囲気で楽しいお食事を
ⅢRESTⅢＩＮＴ〈<SunS》

シックな秋に先がけて…
サンズ自慢のイタリア料理であなたの時間を演出します。

イタリアンフェア開催中

神戸市中央区三宮町２丁目１１－２ファミリアＢ１
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神戸百店会
＊家具家庭・文化用品F u r n i t u r e ・Ｆａｍｉｌｙ

@家具恋ga閉R異.倉S恵店撫凧細雨：
⑬玩具ヵメャ蕊聡農野聖卿

ＫａｍｅｙａＴｂｙＳｔｏｒｅ （ 3 9 1 ） 4 0 4 5

⑬ ノカネ神戸ロ艮鏡院元町 j 、三丁目TheKodeOpticaICo.,Ltd螺lomIhc；’２
⑫”（〃大上鞄店賊撫謝ＯｕｅＴｒｕｎｋＣｏ．

⑬蔦”蝋晶L F & 認A G 途A 圏A 錨蝋繍濯
⑳〆カネ服部メカネ店軸､ ‘鳥. i 澱ＨａｔｔｏｒｉＯｐｔｉｃａｌＳｈｏｐ

⑰結納俵 ｴ ｗ品遠藤福寿堂脇 , 砺雨濡邸
Ｅｎｄｏ－団ｋｕｊｕｄｏ”ｒＲｏａｄ

⑲和溝具･ カーインテリアイリフネ％s i , ｆＷ導亨テン･カーペットＩｎｔｅｒｉｏｒｌｒｉｆｕｎｅ
⑮家具･ ｲ ﾝ ﾃ ﾘ ｱ ﾒ ｰ プルＦＵＪＩＹＡ錨l b 秀s p 5 ：
⑬# ﾀ ﾄ 繊鴛丸善神戸元町店副6 １０輔ｉ
＊菓子・喫茶Ｃａｋｅ・T e a - r o o m

⑳和洋菓子神戸同月堂猟鳥扉号喫茶K O b e F u g e t s u d O
⑫蕊子匿n i 怠掛｡鵜本舗灘風: ､ 譲り
⑬洋菓子ドンク醗純 8 了 - 曾喫茶Ｄｏｎｑ
⑭ ﾁ ｮ ｺ ﾚ ｰ ﾄ ﾓ ロゾフ蔑爵搾認ツリ
喫茶 M o r o z o f f （ 3 9 1 ）２１４６
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取扱店/ 全国有名百貨店

トアイラン1 - : 店

社・神戸市東灘区甲南町１丁目４－２８
ＴＥＬ.(078)451-0321㈹

店・神戸市中央区元町通３丁目２－１１
ＴＥＬ.(078)331-7367㈹

ノ
一二国一

本 ~ 目４－２８
５１‐0321㈹

目２－１１
)1-7367㈹

漆：

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



いただくとアダム＆イヴの洗練されたデザインのテーブルウエアーを
グﾙ ﾒ のためにプレゼントいたします。
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ﾐ 実りの秋ﾐ ﾐ 収穫の秋ﾐ といわれるように、

秋は一年中で最もいろいろな穀物、産果実が収穫される時期です。
季節の移りかわりを愛し、
旬の味を楽しみたいと思っているグﾙ ﾒ たちに、
素材を生かしたケーキやパンを取り揃えて
〈神戸ベル》がお届けします。
プレゼントは､ テーブルウエアー。

センター街本店3 3 1 - 0 0 2 1 センタープラザ店3 3 1 - 0 0 2 2
さんプラザ店3 2 1 - 1 9 0 0 さんちか店3 9 1 - 3 5 0 8

２戸

幾両

神戸ベル
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昭和5 9 年1 0 月１日～1 1 月3 0 日まで
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